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ひび割れ抑制のための参考資料（案） 

（橋脚、橋台、函渠、擁壁編） 
 
１．適用の範囲 
（１）この参考資料は，東北地方整備局の「コンクリート構造物の品質確保の手引き（案）

（橋脚，橋台，函渠，擁壁編）」を用いた品質確保の試行工事に適用されるものである。 
（２）この参考資料は，現場打ちコンクリート構造物を対象に，品質確保の一手段とし

て，外部拘束による温度応力を主要因とするひび割れの幅を目標値未満にするための抑

制対策を検討する場合に適用する。 
 
【解説】 
（１）について 
「コンクリート構造物の品質確保の手引き（案）（橋脚，橋台，函渠，擁壁編）」（平

成 27 年 12 月，東北地方整備局。以下，「手引き」と呼ぶ）に基づいて施工される，現場

打ちのコンクリート構造物（橋脚，橋台，函渠および RC 擁壁）は，均質で密実かつ一体

性のあるコンクリートとなるよう施工されるため，施工に由来するひび割れが発生する可

能性は小さいものとなるとともに，設計や解析で前提としている均質なコンクリートに近

い状態となるので，本参考資料で検討するひび割れ抑制対策が有効に機能するようになる。 
本参考資料は，「手引き」を用いた品質確保の試行工事に適用されるものである。ただ

し，本参考資料の内容は暫定的なものであり，試行工事でひび割れに関して得られる結果

を蓄積したデータベースを分析し，改訂を適宜行っていく予定である。 
なお，現場打ちのコンクリート構造物（橋脚，橋台，函渠および RC 擁壁）の品質確保の

ためには，配合計画等も重要な要素ではあるが，これらは今後，手引きの作成を検討する

ものとして，この参考資料の適用範囲外としている（表１－①）。 
 

表１－① この参考資料の適用範囲 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

打込み・締固め計画 

養生計画 

打込み・締固め 

脱  型 

標準養生方法、追加養生方法の検討 

← 

対象構造物： 現場打ちのコンクリート構造物（橋脚、橋台、函渠、RC 擁壁） 

ひび割れ抑制対策の検討 

配合計画 

運搬計画 

← 
この参考資料の適用範囲 
ひび割れの照査やひび割れ抑制鉄筋およ
び施工管理による対策の検討を実施 

← 
この参考資料の適用範囲外 
構造物の形状、配筋、打込みの季節、 
求められている性能等によって別途 
必要な検討を適切に実施 

← 「手引き」の適用範囲 

← 

← 表層目視評価の活用 
次の打込み時の改善事項の検討 

施工計画における検討 

必要に応じて追加養生の実施 

施工状況把握チェックシートの活用 

← 
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（２）について 
東北地方では，コンクリート構造物は大変厳しい作用を受けており，凍結抑制剤による

塩害，凍害，ＡＳＲおよびこれらの複合劣化が発生する可能性がある。復興道路・復興支

援道路では短期間に大量の構造物を建設する予定であり，劣化対策を十分に講じなければ，

想定よりも早く，同時期に多数の構造物の補修が必要になる事態が予測される。このため，

劣化因子の侵入を抑制できる緻密な表層品質を達成するとともに，劣化に影響するひび割

れの発生を抑制することが重要である。 
本参考資料は，現場打ちコンクリート構造物を対象に，外部拘束による温度応力を主要

因とするひび割れの抑制対策を検討する場合に適用するものである。竣工検査の時点のひ

び割れ幅の目標値を設定して，目標値未満となるように対策を実施する。 
目標値は，当面 0.2mm とする。これは，東北地方整備局の「土木工事施工管理基準及

び規格値」（平成 25 年）において，対象となる構造物のひび割れ調査の規格値として 0.2mm
が定められており，0.2mm 以上のひび割れが発生した場合は，本数・総延長・最大ひび割

れ幅等のひび割れ発生状況の調査が必要となる。この状況も参考にして設定したものであ

る。 
将来的には，ひび割れが構造物の耐久性に及ぼす影響を環境条件等を勘案して検討し，

ひび割れ幅の目標値を適切に決定していく必要がある。 
この参考資料が外部拘束によるひび割れを対象としている理由は，ひび割れが部材を貫

通する場合が多く，鋼材の腐食や漏水等の原因となり，部材の性能を低下させる懸念があ

るためである。 
 

以下は外部拘束および内部拘束によるひび割れの発生原因についての説明である。 
 
・外部拘束によるひび割れ 
  コンクリートは，水和反応による発熱による温度上昇後の温度降下による収縮や，水

和反応に起因する自己収縮，乾燥収縮などが原因となり収縮する。この収縮ひずみが外

部拘束体である既設のコンクリート部材や地盤などから拘束されると，部材内部には引

張応力が発生する。これにより生じるひび割れを外部拘束によるひび割れと呼ぶ。 
 
・内部拘束によるひび割れ 
  コンクリートは，硬化時に熱を発生するが，内部に熱がたまり表面部との温度差が生

じると，表面に引張応力が発生する。このように，内部から表面への温度勾配や湿度勾

配によって発生する引張応力により生じるひび割れを内部拘束によるひび割れと呼ぶ。 
内部拘束によるひび割れは，内外温度差が大きくなるマッシブな橋脚，橋台に発生し

やすく，温度が上昇する若材齢時に発生し，型枠を外す際に生じることが多い。また，

この内部拘束によるひび割れは，その後の温度降下時に一度閉じてしまい，材齢 1〜2
年程度に乾燥収縮によって再度ひび割れが現れる場合が多く，これが竣工検査と重なる

と問題視されることが少なくない。しかし，このひび割れは，ほとんどの場合，非貫通

のひび割れであるため，品質上、問題となるものではない。 
内部拘束によるひび割れは，この参考資料の適用範囲外としているが，ひび割れが構

造物へ悪影響を及ぼす場合には，別途検討を行う必要がある。 
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２．ひび割れ抑制の考え方 
 
２－１．ひび割れ抑制の目標 
（１）橋脚，橋台には，目標値以上のひび割れを発生させないことを目指すこととする。 
（２）函渠には，ひび割れ誘発目地以外に目標値以上のひび割れを発生させないことを

目指すこととする。 
（３）RC 擁壁に対しては，伸縮目地を適切に配置した上で施工の基本事項の遵守を行

うこととし，ひび割れ抑制の目標値は設定しないこととする。 
 
【解説】 
（１）について 
現場打ちの橋台については，フーチングに拘束される橋台のたて壁や，たて壁に拘束さ

れる胸壁部に発生するひび割れが対象となる（図２－①）。 
現場打ちの橋脚については，桁のかけ違い部等，漏水や雨水の影響を受けやすく，かつ

中空橋脚のように貫通ひび割れが発生する懸念のある場合を対象とする（図２－②）が，

中空の橋脚の場合は，構造上，ひび割れと直交する方向に鉄筋が比較的多く配置されるた

め，その鉄筋がひび割れ幅の抑制に寄与する場合が多い。したがって，ひび割れ抑制鉄筋

の追加を検討する場合には，構造鉄筋を考慮して行うことが望ましく，むやみに鉄筋量を

増やして過密配筋としてはならない。 
また，断面の大きな中実橋脚（図２－③）の場合，内部拘束による温度応力を主要因と

するひび割れが懸念される場合があるが，このようなひび割れは貫通ひび割れとはならな

いため，本参考資料の対象外である。 
 
（２）について 
函渠においては，底版に拘束されて側壁部に発生するひび割れ（頂版部に進展する場合

もある）が対象となる（図２－④）。適切な構造を持つひび割れ誘発目地を適切に配置す

れば，誘発目地以外には目標値以上のひび割れは発生しないことを目標にすることができ

る。誘発目地部に発生するひび割れの止水は適切に行う必要がある。 
 
（３）について 

RC 擁壁においては，底版に拘束される鉛直壁部（図２－⑤）に適切に伸縮目地を配置

した上で，「手引き」に基づいて施工を行うことで十分である。それ以上のひび割れ抑制

対策を講じる必要はなく，ひび割れ抑制の目標値も設定しなくてもよい。 
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図２－① 橋台 図２－② 中空橋脚 

図２－③ 中実橋脚 図２－④ 函渠 

図２－⑤ ＲＣ擁壁 
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２－２．ひび割れ抑制対策の考え方 
（１）ひび割れ抑制対策は，橋脚，橋台，函渠，擁壁のそれぞれに適した方法で実施す

るものとする。 
（２）橋脚，橋台には，目標値以上のひび割れを発生させないように適切なひび割れ抑

制対策を実施するものとする。 
（３）函渠には，目標値以上のひび割れを発生させないように，適切にひび割れ誘発目

地を配置するものとする。 
（４）RC 擁壁には，伸縮目地を適切に配置するものとし，それ以外のひび割れ抑制対

策は実施しなくてよい。 
 
【解説】 
（１）について 
 ひび割れの発生やひび割れ幅を抑制する方法は様々なものがあるが，供用中の構造物の

性能やコスト等を勘案して，それぞれの構造物に適したひび割れ抑制対策を講じる必要が

ある。 
 なお，先行リフトからの打継ぎ間隔を短くすることは，図２－⑥に示すように内部温度

やヤング係数の変化から外部拘束力が小さくなり，ひび割れ抑制効果が期待できる。抑制

対策の検討に当たり，これも考慮するとよい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２－⑥ コンクリートの打継ぎ後経過日数と内部温度、ヤング係数の変化 

（コンクリート構造物品質確保ガイド 2016 山口県土木建築部 ｐ50より） 
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（２）について 
橋脚，橋台に外部拘束により発生する貫通する恐れのあるひび割れは，目標値 0.2mm

未満に抑制することとした。「手引き」に基づいて施工され，施工由来のひび割れを抑制

した場合でも，目標値を超えるひび割れが発生する可能性があり，外部拘束ひび割れを対

象として抑制対策を検討する。 
東北地方では，塩分（飛来塩分，凍結抑制剤に由来する塩分）を含む水が作用すること

により，塩害，凍害，ＡＳＲおよびこれらの複合劣化が発生する可能性があることから，

東北地方のコンクリート構造物は大変厳しい作用を受けていると言える。橋台のたて壁・

胸壁や，桁のかけ違い部の橋脚等，塩分を含む水掛かりの懸念される構造物においては，

適切なひび割れ抑制対策を講じるとともに，高炉セメントを活用することなどにより，塩

害およびＡＳＲへの適切な配慮が必要である。 
橋脚における外部拘束によるひび割れの抑制対策として，誘発目地は用いないこととす

る。また，中空の橋脚の場合は，構造上，ひび割れと直交する方向に鉄筋が比較的多く配

置されるため，その鉄筋がひび割れ幅の抑制に寄与する場合が多い。ひび割れ抑制鉄筋の

追加を検討する場合には，このような構造鉄筋を考慮して行うことが望ましく，むやみに

鉄筋量を増やして過密配筋としてはならない。 
橋台においては，ひび割れ抑制対策として誘発目地を選択しない場合，ひび割れ抑制鉄

筋の追加によりひび割れを分散させて，目標値未満に抑制することを基本とする。たて壁

等で部材厚が大きい場合には，誘発目地を用いることによりコストが増大したり（p.巻末

資料 1-16 の巻末図－⑨参照），コンクリート打込み中に誘発目地がずれることなどが懸

念されるため，ひび割れ抑制鉄筋による対策が望ましい。 
橋台の胸壁においては，ひび割れ抑制鉄筋の追加によるひび割れの分散に加えて，部材

厚が薄くて鉄筋比が高い場合には膨張材の活用も有効である。 
 

（３）について 
函渠のひび割れ抑制対策については，これまでの実績や経済性，構造特性等の理由から，

ひび割れ誘発目地により対応し，誘発目地以外に目標値以上のひび割れを発生させないこ

ととする。 
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〇誘発目地の仕様について 
 
（ａ）壁厚が 500mm 以上の場合，L/H0.9 以下の間隔で設置し，壁厚が 500mm 未満の場

合には，4～5m 程度の間隔で設置する。なお，打込み後のコンクリートの最高温度からコ

ンクリート温度が環境温度と同じになるまでの温度降下量を 35℃以下となるように単位

セメント量，コンクリート打設温度等の管理を行うのがよい。（図２－⑦参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

H

L

誘発目地部

ボックス函体

（ａ）側面図 （ｂ）断面図

図２－⑦ ひび割れ誘発目地概略図 
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（ｂ）誘発目地の断面欠損率を 50％程度以上とすることで，ひび割れを確実に誘発できる

場合が多い。断面欠損率は，両表面の溝状欠損部の深さと断面内に埋設して付着を切った

部分の壁厚方向の幅の合計を元の壁厚で除した値である（図２－⑧参照）。誘発目地部に

は止水板を設置しておく等の止水対策を施し，溝状欠損部にはシーリング材等を充填する

のがよい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）について 

RC 擁壁には，通常，伸縮目地が 10m 程度の間隔で設置される。RC 擁壁においては，

伸縮目地以外のひび割れ抑制対策を講じる必要はなく，必要に応じて伸縮目地における止

水を適切に行うこと。 
 
  

図２－⑧ ひび割れ誘発目地の詳細例 



 - 9 -

３．橋脚，橋台のひび割れの照査と抑制対策 
 
３－１．ひび割れの照査 

（１）橋脚，橋台のひび割れの照査は，既往の実績による評価を用いることを基本とす

る。 

（２）既往の実績による評価が難しい場合は，温度応力解析により照査するものとする。 

 
【解説】 
（１）について 
本参考資料では，施工前における橋脚，橋台のひび割れの照査は，既往の実績による評

価を用いることを基本とした。ここでいう既往の実績とは，施工記録等に基づいて客観的

な評価が期待できる信頼性の高いデータを意味する。発注者および施工者のいずれか，も

しくは双方が収集した，過去の実績や最近の同様な構造物の実績等が想定される。 

例えば連続高架橋の橋脚のように，同種の構造物が数多く施工される場合には，既往の

施工実績から，施工段階で発生する初期ひび割れを予測することができる。 

また，橋台のたて壁や胸壁については，既往の実績による評価を用いることが望ましい

が，現状では東北地方整備局に施工記録のデータが十分に蓄積されている状況にはない。

そのため，本参考資料では，既に十分なデータの蓄積がある，山口県の「コンクリート構

造物品質確保ガイド 2016」（以下，「山口県ガイド」と呼ぶ）のコンクリート施工記録の

データベースを照査に活用することを推奨する。ただし，東北の環境条件は山口県とは異

なり，また骨材等の使用材料も各地で異なること等を念頭に置く必要がある。 

  

（２）について 

これから施工しようとする構造物が，（１）で述べた既往の施工実績やデータベースの

範囲内に該当しない場合には，温度応力解析による照査を行うこととする。 

  

この参考資料によるひび割れの照査と抑制対策のフローを下図に示す。 
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図３－① 橋脚，橋台のひび割れの照査と抑制対策のフロー 
 
  

スタート 

YES 

既往の実績に基づく 

照査を実施 

NO 

３－３ 温度応力解析を活用した 
ひび割れ照査と抑制対策 

３－２ 既往の実績の基づく 

ひび割れの照査と抑制対策 

４ 施工記録の保存と活用 
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３－２．既往の実績に基づくひび割れの照査と抑制対策 
（１）既往の実績に基づくひび割れの照査においては，対象構造物について，十分信頼

できる類似構造物の施工記録を用い，ひび割れ幅を予測する。 
（２）照査の結果，ひび割れ幅が目標値以上になる場合は，既往の実績を活用して，適

切なひび割れ抑制対策を行うものとする。 
  
【解説】 
（１）および（２）について 

 橋脚や橋台において，形状や施工条件が類似の構造物が数多く施工されている場合に

は，既往の実績から施工段階で発生するひび割れ幅を予測することができる。ひび割れ

幅が目標値以上となる場合には，既往の実績におけるひび割れ抑制対策を参考にして，

ひび割れ幅が目標値未満となるよう対策を講じる必要がある。また，工事において十分

信頼できる施工記録を収集・蓄積するためには「手引き」等に従って施工の基本事項が

遵守されていることが肝要となる。 

 このような既往の実績に基づくひび割れの照査と抑制対策を検討する代表例として山

口県の方法が挙げられる。山口県では平成 17 年度に開始されたコンクリート構造物の試

行工事以降，1,000 件を超える施工記録がデータベースとして構築・公開されている。そ

して，そのデータベースを活用することにより類似構造物の最大ひび割れ幅とリフト高

さ，部材厚さ，部材長さ，鉄筋比，膨張材の使用，コンクリートの打込み時期，コンク

リートの打継ぎ間隔等との関係を整理・分析することができる。もし，施工者の既往の

実績および品質確保の試行工事において既往の実績として利用できる十分な施工記録が

ない場合は，本参考資料では，山口県のデータベースを活用し最大ひび割れ幅の照査と

抑制対策の検討を行うことを推奨する。 

 

 以下に山口県のデータベース等の既往の実績を活用した場合のひび割れの照査と抑制

対策の検討フローを説明する。 

 

山口県では，設計段階からひび割れ抑制対策を検討することを基本としているが，本

参考資料では，既に設計が完了し施工段階で，最大ひび割れ幅の照査と抑制対策を行う

ことを前提としている。既往の施工実績を活用した検討フローの例を図３－②に示す。

ひび割れの照査では，構造物の施工時期を踏まえ全データベースから対象構造物と類似

の構造物を抽出し，予測されるひび割れ幅が目標値以上とならないことを確認する。照

査の結果，ひび割れ幅が目標値以上となる場合は，ひび割れ抑制鉄筋の追加やコンクリ

ートの打継ぎ間隔を短くするなどの対策を検討することとなる。抑制鉄筋の追加は，ひ

び割れの発生を防ぐものではないが，ひび割れを分散して発生させることにより，最大

ひび割れ幅を目標値未満に抑える効果が期待でき，施工段階の品質確保のための対策と

して有効な手段の一つである。しかし鉄筋比の増加は，コンクリートの打込みや締固め

の作業にも影響することから，施工性も考慮して鉄筋の配置等を検討しなければならな

い。なお，山口県の施工記録データベースを用いる場合，同じ季節であってもコンクリ

ートの打込み時期の外気温が東北地方とは大きく異なることに注意しなければならな

い。特に東北地方の冬季施工においては，ひび割れ抑制の観点から若材齢時にコンクリ

ートが急激な温度変化や乾燥を受けないよう，脱型時期や養生の方法を検討する必要が

ある。 
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図３－② 山口県のデータベース等を活用した検討フローの例 
 
 
 山口県のデータベースについての説明や，データベースを活用した照査・抑制対策の検

討の事例を，巻末資料１に示す。 
  

目標ひび割れ幅の設定（当面 0.2mm） 

山口県の施工記録 DB等の既往の実績
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・鉄筋比 

・打継ぎ間隔 
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施工記録 DBを用いた抑制対策の検討

（ひび割れ抑制鉄筋の追加、膨張材の

適切な活用、打継ぎ間隔の検討等） 
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３－３．温度応力解析を活用したひび割れ照査と抑制対策 
（１）温度応力解析は，実際の施工時期や温度条件，コンクリートの発熱特性等を反映

して適切に実施するものとする。 
（２）ひび割れの発生の有無の判断は，ひび割れ指数を用いて行う。ひび割れの発生は

許容するが，ひび割れ幅が過大とならならないように，当面 1.0 以上のひび割れ指数を

確保することを目標とする。ひび割れの発生をできるだけ制限したい場合には 1.4 以上

を確保することが望ましい。 
（３）照査の結果，ひび割れ幅が目標値を超えることが懸念される場合には，適切なひ

び割れ抑制対策を実施するものとする。 
 
【解説】 
（１）について 
この参考資料では，品質確保の一手段としてひび割れの抑制対策に取り組んでおり，東

北地方整備局の「土木工事施工管理基準及び規格値」（平成 25 年）において対象となる

構造物のひび割れ調査の規格値として定められた 0.2mm を当面の目標値として，0.2mm
未満となるようにひび割れ抑制対策を行うこととしている。 
既往の実績に基づく照査と抑制対策の検討が困難である場合には，温度応力解析に基づ

いた照査とひび割れ抑制対策の検討を行うことになる。ひび割れの照査については既往の

実績による評価を用いることを基本としたので，温度応力解析により照査を行う事例は少

ないと思われるが，温度応力解析を用いる場合には，解析の前提条件となる実際の施工条

件を適切に反映しないと，解析結果と実際のひび割れの状況が大きく異なる場合があるこ

とに留意する必要がある。このため，温度応力解析を行う際には，実際の施工時期を踏ま

えて，外気温やコンクリートの打込み温度，コンクリートの発熱速度等を適切に設定する

必要がある。 
 
（２）について 
ひび割れの照査において，ひび割れの発生の有無は，ひび割れ指数を用いて判断する。

ひび割れ指数は，ある時点のコンクリートの引張強度をその時点での引張応力で除したも

のである。理論的には，引張応力がコンクリートの引張強度より小さければひび割れは発

生しない。しかし，実構造物においては，コンクリートの品質のばらつきや，解析で想定

している条件と実際の相違等が考えられるため，計算上のひび割れ指数が 1.0 を上回る場

合でも，ひび割れが発生する可能性がある。日本コンクリート工学協会「マスコンクリー

トのひび割れ制御指針 2016」には，図３－③のひび割れ発生確率曲線が示されている。 
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ひび割れ発生の有無の確認は，次式を用いて行う。 
 

Icr(t) ≧ cr 
 

ここで，Icr (t)：ひび割れ指数 Icr (t)＝ft(t)／ t(t) 
ft(t)：材齢 t 日におけるコンクリート引張強度 
t(t)：材齢 t 日におけるコンクリート最大引張応力度 
cr：ひび割れ発生確率に関する安全係数 

 
コンクリート標準示方書では表３－①に示すひび割れ発生確率と安全係数が示されてい

る。 
 

表３－① ひび割れ指数の評価 

コンクリートの温度ひび割れ評価 ひび割れ発生確率 安全係数 cr 

ひび割れを防止したい場合 5(%) 1.85 以上 

ひび割れ発生を出来るだけ制限したい場合 15(%) 1.40 以上 

ひび割れの発生を許容するが，ひび割れ幅

が過大とならないように制限したい場合 
50(%) 1.00 以上 
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図３－③ ひび割れ発生確率曲線 
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品質確保の一手段としてひび割れの抑制を図る際に，ひび割れ幅を 0.2mm 未満とする

ためにひび割れ指数をどのように設定するかについては，実績も少なく，この資料で明確

に設定することは難しい状況である。 
このため，将来的に見直すことを前提に，当面の間，実務の円滑化の観点から，品質確

保の一手段としてひび割れ抑制を検討する場合には，1.0 以上のひび割れ指数を目標とす

ることとした。ただし，品質確保の観点以外に構造物の置かれている環境条件等を勘案し

て，ひび割れの発生をなるべく抑制したい場合等には，ひび割れ指数を例えば 1.4 以上と

することを目指すことが望ましい。 
 

（３）について 
 ひび割れ指数が 1.0 を下回った場合には，ひび割れが発生してひび割れ幅が目標値を超

える懸念があるため，ひび割れ抑制対策を実施するものとした。ひび割れ指数が 1.0 以上

となるような対策，もしくはひび割れの発生は許容してひび割れ幅が 0.2mm を下回るよ

うな対策を施す必要がある。 
 
 温度応力解析を用いた照査とひび割れ抑制対策の事例を，巻末資料２に示す。 
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４．施工記録の保存と活用 
（１）将来，構造物の設計・施工等の条件とひび割れの関係等の分析を行うために，必

要なデータを工事の完成書類の一部として記録・保存するものとする。 
（２）既往の実績に基づくひび割れの照査と抑制対策を行った場合は，その施工記録を

有効に活用するためにデータベースに登録するものとする。 
 
【解説】 
（１）について 
 将来，構造物の設計・施工等の条件とひび割れの発生，ひび割れ幅や構造物の劣化状況

等を分析することにより，本参考資料で示したひび割れ抑制の考え方や手法も改善されて

いくことが期待される。このような分析を可能とするため，必要なデータを記録・保存す

る必要がある。 
必要なデータとは，「手引き」の「４．記録と保存」に記載されているデータ（手引き

－様式⑦～⑩，⑪，⑬，⑭）の他に，「ひび割れ調査票（その２）（記録様式①）」，「ひ

び割れ照査の検討資料」，「ひび割れの対策資料」も追加で作成し，保存するものとする

（表４－①）。 
また，ひび割れに関する記録様式（手引き－様式⑦～⑩，⑪，⑬，⑭，記録様式①）（案）

を巻末資料３に示す。 
 コンクリートの温度計測記録における留意点として，外気温による影響がある。そこで

影響の程度についての参考事例として巻末資料４に示す。 
 

表４－① 保存するデータ一覧表 
No 名 称 内 容 備 考 

１ リフト図 
リフト図・部材の情報（寸法、配筋等）

・ひび割れ抑制対策 
手引き 
様式⑦ 

２ コンクリート打込み管理表 
コンクリートの材料情報・施工時の情報

（運搬、打込み、養生等） 
手引き 
様式⑧ 

３ コンクリート打込み管理表 温度計測記録（その１） 手引き 
様式⑨ 

４ コンクリート打込み管理表 温度計測記録（その２） 
手引き 
様式⑩ 

５ ひび割れ調査票（その１） ひび割れの有無，ひび割れの位置 
手引き様式

⑪，⑬，⑭ 

６ ひび割れ調査票（その２） 発生したひび割れの情報，補修の情報 記録 
様式① 

７ ひび割れ照査の検討資料 
実績あるいは温度応力解析に基づくひび

割れの照査の検討資料 
様式自由 

８ ひび割れの対策資料 
ひび割れ抑制鉄筋の追加配筋図またはパ
イプクーリングなどの設備および運転方

法の資料 
様式自由 
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（２）について 
 実績によるひび割れの照査を橋台，橋脚で行った場合には，将来，東北の実績に基づく

ひび割れの照査と抑制対策が可能となるように照査結果とひび割れの調査結果等の施工記

録をデータベースに登録するものとする。現在データベースの構築を準備中であり，登録

開始時期は別途通知する。 
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巻末資料１ 
山口県のデータベースの説明と既往の実績に基づくひび割れ照査と抑制対策例 
 
１．山口県のデータベース 
 
Ⅰ）山口県のデータベースとは 

コンクリート施工記録を統一した様式で作成し，データを蓄積することにより，コンク

リートの品質確保のための有効な検証資料として活用することを目的としている。 
山口県の取り組むコンクリート構造物の品質確保の中核をなすもので，工事の基本情報，

構造諸元，ひび割れ抑制対策，コンクリート材料，施工時の諸条件，打込み後のコンクリ

ートの温度履歴，養生条件，発生したひび割れの情報など，コンクリート構造物施工時の

情報をリフトごとに記録したものである。 
 
Ⅱ）山口県のデータベース検索方法 

コンクリート施工記録は山口県がホームページで公開しており，コンクリート構造物の

品質確保に取り組む関係者全員が情報を共有することができ，関係者間でひび割れ抑制対

策やコンクリート構造物の品質確保について検討する際の共有の参考資料として活用する

ことができる。 
最新のコンクリート施工記録検索システムは山口県の以下のホームページからダウンロ

ードできる。 
 

http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a18000/index/ 
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２．山口県のデータベース活用による検討例 
【検討対象構造物：Ａ高架橋 Ａ２橋台】 
 

Ⅰ）検討の対象となるひび割れ 
 
検討の対象となるひび割れは，フーチングや先行リフトの拘束によってたて壁及び胸壁

に生じる恐れのある温度応力ひび割れとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ）構造物の各項目抽出 

 
設計図や施工計画から，検討に必要となる項目を部位毎に抽出する。 
なお，鉄筋比は，検討対象としているひび割れに平行な断面を対象に計算する。 

 
巻末表－① 構造物必要項目一覧表 

 
【①検討部位：たて壁】         【①検討部位：胸壁】 

 施工（設計）する構造物  施工（設計）する構造物 

②打込み時期 11 月～1 月 ②打込み時期 11 月～1 月 
構造 ③種類 橋台 構造 

 
③種類 橋台 

④部位 たて壁 ④部位 胸壁 
寸法 ⑤全高 7.23m 寸法 

 
⑤全高 2.775m 

⑥リフト高 1：3.6m、2：3.63m ⑥リフト高 2.775m 
⑦厚さ 2.7m ⑦厚さ 0.7m 
⑧幅 22.494m ⑧幅 22.494m 

材料 補強材料  材料 
 

補強材料  
⑨鉄筋比 0.10% ⑨鉄筋比 0.13% 
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巻末図－① 検討の対象となるひび割れ 
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Ａ２橋台正面図 

Ａ２橋台側面図 
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巻末図－② Ａ２橋台設計図 

①
リ

フ
ト

高
：
 

3
.6

0
m

 
②

リ
フ

ト
高

：
 

3
.6

3
m

 

◆原設計の鉄筋比 
たて壁 ０．１０％ 
胸 壁 ０．１３％ 
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Ⅲ）打継ぎ間隔の調整 
データベースを基に、打継ぎ間隔の調整を行う。データの抽出操作は以下の通りとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  巻
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抽出したデータベースによると，打継ぎ間隔が短い方が，最大ひび割れ幅が小さくなる

傾向が確認できた。このことから打継ぎ間隔が短い方が外部拘束によるひび割れが発生し

にくいことが想定できる。（下図参照。） 
 

【たて壁】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【胸壁】 
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巻末図－③ 打継ぎ間隔と最大ひび割れ幅 
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▽目標ひび割れ幅 

目標値以上のひび割れが発生し
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（母集団の条件：橋台－たて壁－209 件）

（母集団の条件：橋台－胸壁－95 件）

目標値以上のひび割れが発生し
ていない。 
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次に，前頁に示したデータベースにおいて，鉄筋比の影響を取り除くため，類似の鉄筋

比に絞り込み，再度打継ぎ間隔を確認する。 
抽出したデータベースによると，類似の鉄筋比の条件においても打継ぎ間隔が短い方が

目標値以上のひび割れが発生していない。特に打継ぎ間隔 15 日以内において発生してい

ないことが分かる。（下図参照。） 
したがって，打継ぎ間隔は，工程に無理が無く，また安全性が確保できる範囲で，出来

るだけ短いことが望ましいと言える。この事例では，今までの施工実績から「15 日」を目

安として計画した。 
尚，胸壁については類似の鉄筋比に絞り込んだ場合，データ数が２件のみ抽出されるた

め，確認を実施しないものとした。 
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巻末図－④ 打継ぎ間隔と最大ひび割れ幅（類似鉄筋比） 
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Ⅳ）類似構造物データの抽出 
 
コンクリート施工記録データベースから同様の形状の構造物の施工事例を基に目標値以

上のひび割れが発生しないか判定するために，類似構造物データを抽出する。 
 
 

巻末表－④ データ抽出条件一覧表 
 
【①検討部位：たて壁】 

 施工（設計） 
する構造物 

抽出条件 

②打込み時期 11 月～1 月 － 

⑩打継ぎ間隔 15 日以下 20 日 

構造 ③種類 橋台 橋台 
④部位 たて壁 たて壁 

寸法 ⑤全高 7.23m － 

⑥リフト高 1：3.6m、2：3.63m 全て 
⑦厚さ 2.7m 1.0m≦ｔ 

⑧幅 22.494m 全て 

材料 補強材料   
⑨鉄筋比 0.118% 全て 

 
 
【①検討部位：胸壁】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

※類似構造物データの抽出方法を次頁に記載する。 
 
  

 施工（設計） 
する構造物 

抽出条件 

②打込み時期 11 月～1 月 － 
⑩打継ぎ間隔 15 日以下 20 日 
構造 
 

③種類 橋台 橋台 

④部位 胸壁 胸壁 
寸法 
 

⑤全高 2.775m － 
⑥リフト高 2.775m 全て 

⑦厚さ 0.7m 全て 

⑧幅 22.494m 全て 
材料 
 

補強材料   

⑨鉄筋比 0.157% 全て 

108件のデータを抽出 

75件のデータを抽出 
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※類似構造物データの抽出方法（１／２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  巻

末
表
－

⑤
「
構
造
－
構
造
物
」
か

ら
“
橋
台
”
を
選
択

 

巻
末
表
－

⑥
「
構
造
－
部
位
」
か
ら

“
た
て
壁
”
又
は
“
胸

壁
”
を
選
択

 



巻末資料 1-9 
 

※類似構造物データの抽出方法（２／２） 
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Ⅴ）類似構造物を踏まえた分析・考察とひび割れ抑制対策の検討 
 
【たて壁】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【胸壁】 
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巻末図－⑤ 躯体幅と最大ひび割れ幅 

躯体幅が概ね 10ｍを超えると，打込み時期を問わず，目標値以上のひび割れが発生して
いる。 
⇒打継ぎ間隔，材料による対策を検討する。 

22.494 

躯体幅が概ね８ｍを超えると，打込み時期を問わず，目標値以上のひび割れが発生して
いる。 
⇒打継ぎ間隔，材料による対策を検討する。 

22.494 

原設計 

原設計 
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【たて壁】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【胸壁】 
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鉄筋比 (％) 
・「鉄筋比・最大ひび割れ幅グラフ」から，打込み時期を問わず，鉄筋比が小さいと目標

値以上のひび割れが発生していることがわかる。 
・原設計の鉄筋比 0.118％では目標値以上のひび割れが発生する恐れがあり，補強鉄筋に

より鉄筋比 0.35％以上を確保する必要がある。 

・「鉄筋比・最大ひび割れ幅グラフ」から，打込み時期を問わず，鉄筋比が小さいと目標

値以上のひび割れが発生していることがわかる。 
・原設計の鉄筋比 0.157％では目標値以上のひび割れが発生する恐れがあり，補強鉄筋に

より鉄筋比 0.55％以上を確保する必要がある。 

鉄筋比 (％) 

巻末図－⑥ 鉄筋比と最大ひび割れ幅 

▽目標ひび割れ幅 

0.55 0.157 

原設計 

原設計 

最
大

ひ
び

割
れ

幅
(m

m
) 



巻末資料 1-12 
 

Ⅵ）ひび割れ抑制対策 
 
類似構造物を踏まえた分析結果から，たて壁及び胸壁においては原設計の躯体幅、鉄筋

比では目標値以上のひび割れが発生することが想定される。 
そこで，目標鉄筋比から必要となる鉄筋量を算出し，ひび割れ抑制対策を講じるものと

する。 
 
○鉄筋比の算出 
 
ａ）たて壁①（H=3.60m、W=2.70m、D22=387.1mm2、配力筋 2本(前,背)、15段） 

・原設計 
 
 
 
・抑制鉄筋追加後（タイプ A：42本、タイプ B：28 本、D22） 

 
 
 
 
ｂ）たて壁②（H=3.63m、W=2.70m、D22=387.1mm2、配力筋 2本(前,背)、14段） 

・原設計 
 
 
 
・抑制鉄筋追加後（タイプ A：48本、タイプ B：26 本、D22） 

 
 
 
 
ｃ）胸壁（H=2.775m、W=0.70m、D13=126.7mm2、配力筋 2本(前,背)、12段） 

・原設計 
 
 
 
・抑制鉄筋追加後（タイプ A：20本-D19、タイプ B：20本-D13） 

 
 
 
 
  

鉄筋比：ρ＝ 
387.1×2×15 

3,600×2,700 
×100＝0.119% ＜ 0.35% 

鉄筋比：ρ＝ 
387.1×2×15＋387.1×(42+28) 

3,600×2,700 
×100＝0.398% ＞ 0.35%……OK 

鉄筋比：ρ＝ 
387.1×2×15 

3,630×2,700 
×100＝0.118% ＜ 0.35% 

鉄筋比：ρ＝ 
387.1×2×15＋387.1×(48+26) 

3,630×2,700 
×100＝0.411% ＞ 0.35%……OK 

鉄筋比：ρ＝ 
126.7×2×12 

2775×700 
×100＝0.157% ＜ 0.55% 

鉄筋比：ρ＝ 
126.7×2×12＋126.7×20＋286.5×20 

2775×700 
×100＝0.582% ＞ 0.55%…OK 
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《ひび割れ抑制対策》 

 

①たて壁 

・抑制鉄筋Ａタイプ 

中間帯鉄筋に、D22を＠200で配置する。 

・抑制鉄筋Ｂタイプ 

配力筋相当径の鉄筋を、配力筋の間に D22を＠250で追加配置する。 

 

②胸壁 

・抑制鉄筋Ａタイプ 

中間帯鉄筋に、D19を＠200で配置する。 

・抑制鉄筋Ｂタイプ 

配力筋相当径の鉄筋を、配力筋の間に D13を＠250で追加配置する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

巻末図－⑦ Ａ２橋台 ひび割れ抑制鉄筋配置図 
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○抑制鉄筋配置状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 巻末写真－② Ａ高架橋 Ａ２橋台 抑制鉄筋配置状況 

巻末写真－① Ａ高架橋 Ａ２橋台 抑制鉄筋配置状況 
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Ⅶ）施工後のひび割れの状況 
 

これらの対策を行った結果，膨張材およびひび割れ誘発目地を使用していないが，たて

壁にはひび割れは発生していない。胸壁には正面に 6 本，背面に 4 本のひび割れが発生し，

その内，ひび割れ最大幅は 0.18mm となったが，目標値以上のひび割れは生じていない。

（巻末図－⑧，⑨，⑩参照） 

なお，ひび割れは時間の経過により，本数や幅が増大する性質があり，この事例におい

ても，同様の傾向が見られた。そこで，この事例におけるひび割れの経時変化を巻末表－

⑨に示す。 
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巻末図－⑧ Ａ２橋台 ひび割れ調査図（正面図） 

巻末図－⑨ Ａ２橋台 ひび割れ調査図（背面図） 
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No.1No.2No.3No.4No.5No.6
正 面

背 面

No.2-2No.2 No.2
No.2-1

貫通していると思われるひび割れ

巻末図－⑩ Ａ２橋台 ひび割れ調査図（平面図） 
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巻末表－⑨ ひび割れの経時変化 

 

・コンクリート打設：H27 年 12 月 

 正 面 図 背 面 図 

打
設
後
２
ヶ
月 

  

打
設
後
３
ヶ
月 

  

打
設
後
４
ヶ
月 

  

打
設
後
１
年 

  

箇所 延長 幅① 幅② 幅③ 箇所 延長 幅① 幅② 幅③ 

No.1 2250 0.10 0.10 0.10 No.2-1 1060 0.10 0.08 - 
No.2 2360 0.10 0.10 0.18 No.2-2 2498 0.10 0.10 0.08 
No.3 2750 0.16 0.18 0.12 No.3 2760 0.10 0.08 0.10 
No.4 2740 0.12 0.18 0.14 No.4 2500 0.04 0.06 0.04 
No.5 2750 0.14 0.18 0.16 - - - - - 
No.6 2740 0.07 0.14 0.15 - - - - - 

※赤字は最大ひび割れ幅 

  

No.3発生
初期値0.1mm

ひび割れ無し

No.2発生
初期値0.1mm以下No.3

No.5発生
初期値0.1mm以下

ひび割れ無し

No.1No.4No.6 No.2No.3No.5 No.4 No.3
No.2-2

No.2-1

No.2No.3No.5

ひび割れ発生

No.4 No.3
No.2-2

No.2-1

※初期値：下表参照 

単位：mm 単位：mm 
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この事例では，胸壁に目標値未満のひび割れが発生した。胸壁は，伸縮装置からの漏水

による影響を受けやすい箇所である。そのため，ひび割れの発生を出来るだけ制限するた

めには抑制鉄筋と膨張材を併用するのがよい。これは，胸壁は厚さが薄いため，ひび割れ

抑制鉄筋を増加させることにより，バイブレータが挿入しづらくなる等の施工性の弊害が

発生することが予想されることや，胸壁のように鉄筋比 0.5％程度の部材は鉄筋の拘束に

より膨張材の効果が十分期待できるためである。 

 
この事例で，ひび割れ抑制のために追加した鉄筋量は約 10 トンであり，概算金額にし

て約 200 万円である。一方，温度応力解析を行うと 100 万円以上かかる場合が多く，解析

の結果，コンクリートにひび割れ誘発目地（2 箇所）を設置する対策を行うと対策費用は

約 300 万円の試算となる。 

このように，適切にひび割れ抑制鉄筋を追加できれば，比較的安価に対策が行える可能

性がある。 

この事例による対策方法毎の概算工事費を比較したグラフを以下に示す。また，この橋

台の施工状況を巻末資料に掲載した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

巻末図－⑪ ひび割れ抑制対策 概算工事費比較 
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巻末資料２ 
温度応力解析を活用したひび割れ照査と抑制対策の具体例 
 
 ひび割れの照査は，信頼性が検証された有限要素法による解析手法を用いて温度応力，

ひび割れ指数を算定し，行うことを原則とする。 
解析を実施する際には，実際の施工時期を踏まえて，外気温やコンクリートの打込み温

度，コンクリートの発熱速度等を適切に設定する必要がある。また，コンクリートの温度

管理を含む施工管理方法が適切でないと，結果的に解析結果と実際の構造物のひびわれの

状況が大きく異なってしまう可能性がある，このようなことが起こらないように留意する

必要がある。 
 

 具体の照査手法については，「公益社団法人日本コンクリート工学会 マスコンクリー

トのひび割れ制御指針 2016」を参照されたい。 
 
 ひび割れ指数を上げる対策としては，①膨張材の使用，②発熱量の小さなセメントの採

用，③新設側の温度上昇をコントロールする方法等が考えられる。これらの対策を採用す

る場合には，留意すべき事項があるので，以下にそれらを記載する。 
 
① 膨張材の使用 

ひび割れ指数の向上対策として膨張材を使用する場合が多いが，膨張材の効果は，膨

張コンクリートの硬化時の膨張が適切に拘束される部材において発揮されやすい。橋台

のたて壁など，部材厚が厚く鉄筋比が比較的小さい部材よりは，胸壁など部材厚が薄く

て鉄筋比が 0.5%程度以上と比較的高い部材において効果が発揮されやすいことに留意

する必要がある。 
 
② 水和発熱の小さいセメントを使用する対策 

高炉セメントは，水和反応による発熱量が他のセメントよりも大きい場合や，熱膨張

係数や自己収縮が大きい場合があると言われており，数値解析におけるひび割れ発生確

率が高くなる場合がある。 
このため，水和反応による発熱量が小さい低熱セメント等を用いて，ひび割れ指数を

大きくする対策である。 
ただし，低熱セメント等を用いる対策は，橋台に用いてはならない。また，橋脚であ

っても，伸縮装置からの漏水の可能性のある掛け違い部のある橋脚（いわゆるピアアバ

ット）や暫定２車線で供用中の橋の４車線化のための橋脚に用いてはならない。 
これは，伸縮装置からの漏水や中央分離帯開口部からの漏水や塩分混じりの水の飛散

により，アルカリが追加供給され，化学法で無害と判断された粗骨材や細骨材であって

も，アルカリシリカ反応（ASR）を引き起こす可能性があるためである。 
  ひび割れ指数改善のために，低熱セメント等を用いざるを得ないような場合には，フ

ライアッシュを混入してフライアッシュコンクリートとするか，低発熱低収縮型高炉セ

メントなど，ASR 対策と発熱量の低減の両方が可能なセメントを選択する必要がある。 
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・低熱セメントを使用した対策 
水和発熱の小さいセメントを使用し，温度上昇を抑制する方法。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 新設側の温度上昇をコントロールする対策 
 
・パイプクーリングを使用した対策 

躯体内部に設置した通水パイプに冷水や温水を通水し，躯体内部温度をコントロール

する方法。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施工においては，解析で求められた既設側と新設側の温度差を参考に，コンクリ

ートの温度管理を含む施工管理方法が重要となる。 
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巻末図－① 高炉セメントと低熱セメントの温度上昇の比較 

巻末図－② 温度コントロールのイメージ 
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巻末資料３ 
記録様式集，記載例 
（手引き－様式⑦（案）） 
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（手引き－様式⑧（案）） 
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（手引き－様式⑨（案）） 
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（手引き－様式⑩（案）） 
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（手引き－様式⑪（案）） 
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巻末資料（手引き－様式⑬（案）） 
 

ひび割れ調査票 
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（手引き－様式⑭（案）） 
 

ひび割れ調査票 
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（記録様式①（案）） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

○基本情報

～

工区

○ひび割れ状況

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10 No.11

補
修

備考

補修方法

備考

路線・河川・地区等

調
査
日

ひび割れ調査票（その2）

種類

工期

位置

工事名

リフト名

ひ
び

割
れ

方向

補修日

補修の有無

構造物名

構造物詳細

No.
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（手引き－様式⑦（案）記載例） 
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（手引き－様式⑧（案）記載例） 
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（手引き－様式⑨（案）記載例） 
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（手引き－様式⑩（案）記載例） 
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（手引き－様式⑪（案）記載例） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

サンプル 
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（手引き－様式⑬（案）記載例） 
 
 
 

ひび割れ調査票 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

サンプル 
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（手引き－様式⑭（案）記載例） 
 

ひび割れ調査票 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

サンプル 
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（記録様式①（案）記載例） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記録シート⑥

○基本情報

～

工区

○ひび割れ状況

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10 No.11

正面 背面 背面 背面 正面 背面

貫通 貫通 沈み 沈み 貫通 貫通

鉛直 鉛直 水平 水平 鉛直 鉛直

0.15mm 0.15mm 0.20mm 0.15mm

0.15mm 0.15mm 0.20mm 0.15mm

0.15mm 0.20mm 0.10mm 0.10mm

0.20mm 0.20mm 0.10mm 0.10mm

0.25mm 0.20mm 0.10mm 0.10mm

0.15mm 0.10mm

0.15mm 0.10mm

有 有 有 なし 有 なし

2006/7/25 2006/7/25 2006/7/25 2006/7/25

注入 注入 注入 注入

工事名

工期

第2リフト

2006/6/5　初期観察実施、No.1水漏れあり

1

ひ
び
割
れ

○○橋

位置

道路改良工事

構造物詳細 A1橋台 リフト名

構造物名

種類

方向

No.

ひび割れ調査票（その2）

H18.4.1 H19.3.31路線・河川・地区等 山口宇部線

調
査
日

2006/7/3

2006/6/5

2006/6/12

2006/6/19

2006/6/26

2006/7/10

備考

2006/7/17

No.1、2、3、5：軟質系ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入

補修の有無

補
修

補修日

備考

補修方法

ひび割れの位置、形状、方
向を選択

サンプル

商品名でも良い

○○○○線 
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巻末資料４ 
コンクリート内部温度と外気温の影響 
 

打込後のコンクリート内部の温度は外気温の影響を受け，表面ほど温度が低くなる。外

気温の影響度合いを検証するため，コンクリート表面より 1.0m と 0.5m の内部温度と表面

温度を計測した結果を示す。 
   
※山口県の「コンクリート品質確保ガイド 2016」では，部材厚さが 2m 以上の場合には，温度計測の

位置（深さ）を部材表面から 1m としている。これはコンクリート内部の温度は部材中心で最も高く

なるが、部材表面から 1mの位置と部材中心の温度に大きな差はないためとされている。 
 
１）計測の概要 
  ・温度計測した構造物 ： 橋脚たて壁１リフト 
  ・打込み日      ： 平成 28 年 10 月 5 日（水） 
  ・使用コンクリート  ： 24-8-25BB 
  ・配合表（抜粋） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・受け入れ試験結果 
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※温度計設置状況（1.0m と 0.5m） ※表面温度計測用の赤外線温度計 

２）計測位置 
 
  計測位置は打込みリフトの中心（H=2.25m）で，横方向も部材中心とした。 
  計測深さは，部材表面から 1.0m と 0.5m の 2 箇所とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３）計測結果 
  コンクリートの内部温度 1.0m と 0.5m では，最大 15.5℃の温度差が生じていた。温

度計測にあたっては，事前に想定していた温度変化との比較が可能となるよう適切な位

置で計測することが重要である。 
 
 
  

H=2.25m 
計測位置 
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・打込日 10 月 5 日 
・脱 型 10 月 16 日 
・ビニールシート養生 10 月 17 日～ 

最高温度 60.7℃（打込 3 日後） 

最高温度 49.3℃（打込 2 日後） 

最大温度差 
15.5℃ 

表面100cm 
表面 50cm 

表面温度 

■内部温度 1.0m と 0.5m の最大温度差 15.5℃ 

■表面温度は、ほぼ養生温度と同等で推移 




